
総務産建

視察研修報告

長野県 白馬村
人口　8,988 人　
面積　189 ｋ㎡

岐阜県 土岐市
人口　2 万 3,962 人
面積　116 ｋ㎡
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、
Ｉ
Ｃ
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発
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こ
の
施
設
は
、
平
成
27

年
４
月
に
オ
ー
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ン
し
、

日
帰
り
温
泉
・
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域
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ク
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地
震
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害
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さ
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た
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白
馬
村
役
場
に
お
い

て
、
行
政
・
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議
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壊
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で
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わ
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ま
し
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で
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地

域
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方
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で
手
分
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を

し
て
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災
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救
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さ
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当
時
の
区
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さ
ん
は
「
あ

た
り
ま
え
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と
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あ

た
り
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に
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で
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近
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に
は
、
年
間

集
客
数
５
５
０
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ウ
ト
レ
ッ
ト
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ー
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り
、
ま
た
数
年
後
に
は
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内
ト
ッ
プ
と
な
る
商
業
施

設
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建
設
予
定
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災
害
発
生
時
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は
施
設

が
避
難
所
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
、
温
泉
の

シ
ャ
ワ
ー
用
に
自
家
発

電
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

土
岐
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近
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と
振
り
返
っ
て
み
え
ま
し

た
。被

災
後
の
情
報
混
乱
を

防
止
す
る
た
め
、
白
馬
村

議
会
は
、
地
域
の
区
長
さ

ん
方
と
行
政
窓
口
と
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

役
場
玄
関
に
情
報
パ
ネ
ル

を
設
置
し
、
議
員
が
２
人

ず
つ
交
代
で
玄
関
に
立

ち
、
行
政
情
報
の
一
本
化

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。　

社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

の
取
り
ま
と
め
を
さ
れ
、

延
べ
１
７
０
０
人
の
方

が
、
被
災
家
屋
の
整
理
に

来
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

白馬村役場の視察
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平成 27 年 7 月 21 日（火）～ 22 日（水）
岐阜県

長野県

●土岐市

●白馬村

2015.12.1あんぱち議会だより　第63号 16


